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地球温暖化防止に不可欠な省エネルギーのための色々

なすばらしいアイディアや手法が考え出されても，最

終的にはそれらがビジネスとしても実行されていかな

ければ意味がない．側省エネルギーセンター(ECCJ)

と全米エネルギーサービス事業協会(NAESCO)は，

昨年10月「日本における省エネルギーとESCO事業の

推進」に関するワークショップを開催した．その会議

での共同声明として,｢ESCO事業は産業・民間部門

を対象とした省エネルギーをビジネスベースで推進す

るための極めて有効な手法である」と調っている．

昨年11月アメリカのアリゾナ州フェニックスで開催

されたNAESCOの年次総会に筆者も出席する機会を

得たが，我が国からはECCJの森信昭前専務理事を団

長とする調査団が参加しておられ，団員の㈱住環境計

画研究所中上英俊所長の御協力も得て企画したのが本

号の特集である．この場を借りて両氏に厚くお礼を申

し述べたい．また，この特集号の中にNAESCOの活

動状況に関する寄稿をカリフォルニア大学のG.A.
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Goldman氏から入手できたのは幸いであったが，筆

者の研究室の斯波敬氏がたまたまアメリカ留学中とい

うこともあって邦訳の労をお願いした．お礼を申し述

べたい．なお，本学会としては今年の10月に企画委員

会で「エネルギーサービス事業(ESCO)とそれを支

える省エネルギー技術」と題した講習会を東京で開催

した．

来年，当学会もいよいよ誕生して20周年，すなわち

人間で例えればいよいよ成人式という記念すべき年を

迎える．また，21世紀という千年に一度しか体験でき

ない幕引きの時も近付いてきた．このような中でエネ

ルギー・資源という全人類的な課題に当学会はチャレ

ンジしている訳であるが，編集委員の一人としてもそ

の責務の重大さを強く感じる昨今である．会員諸賢か

らのより一層の御支援をいただくことを念じつつペン

を置きたい．
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